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夏季セミナー現地参加の皆様へ（連絡メモ） 

■宿泊

都市センターホテルに宿泊の方は、各自フロントにてチェックインをお済ませく

ださい。８月３日(日)はチェックアウトの上、各講座にご参加ください。 

■感染防止対策

会場内では、アルコール消毒、飲食時の黙食など感染防止対策にご協力ください。

講演中の会場内での食事などはお控えください。発熱症状や体調不良の場合は参加

をお控えいただく場合があります。 

■食事

【８月３日・朝食】 ２日目の朝食は、ビュッフェ形式となります。各自でお済ませ

ください。場所と時間はチェックインの際にお渡しする朝食券

に記載されています。混み合いますので早めにご利用ください。 

【８月３日・昼食】 ２日目の昼食弁当をお申込の方は、各講座会場でお済ませくだ

さい。受付の際にお渡しする昼食弁当券と引き換えとなります

ので、ご用意ください。 

※２日目の昼食会場は各講座会場になります。

※シンポジウム（コスモス・3F）の開場は 12：45からです。

■救急

具合が悪くなった場合は受付または保団連事務局にお申出ください。

○救急担当事務局：８月２日(土) 野島  ８月３日(日) 高橋 

○救急担当医師 ：武田浩一保団連理事（両日）

※なお、夜間の救急についてはホテルフロントまでご連絡ください。

■書籍販売

コーナーは受付付近（３Ｆ・コスモスホール前）に設置します。

※開店時間は８月３日(日)16：00頃までです。

■その他

お問い合わせ、急用などは受付または保団連事務局にお申出ください。

○当日の連絡先：080-5937-2729（保団連携帯）又は 080-5937-2730（保団連携帯）

○７月 29日(火)から８月３日(日)までの期間、「第 36回全国保険医写真展」を JCII

クラブ 25で開催します。会場等は P84をご参照ください。
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夏季セミナーウェブ参加の皆様へ（連絡メモ） 

 

■資料 

 資料は夏季セミナー特設サイト上からダウンロードをお願い申し上げます。特設

サイトは以下の URL又は右の QRコードからアクセス可能です。 

 

URL：https://hodanren.doc-net.or.jp/kakiseminar2025/ 

 

 

■受付 

 ウェブ参加の受付はございません。後日、お申し込みの協会・医会を通じて事務局

より確認させていただきます。 

 

■ウェブ接続上の留意点 

 ウェブ会議システムは Zoomミーティングをご利用いただきます。あらかじめ各人

で動作確認を行っていただいた上、ご参加ください。接続用 URLは特設 HP上でご案

内しております。 

 Zoom でのお名前の表示は「協会名・お名前」にご設定をお願いします（例：東京

協会・保険医太郎、大阪歯科協会・保険医花子）。 

 討論は原則、現地参加者のみとさせていただきます。ご発言を求める場合は、ミュ

ートの解除などは行わず、ホスト（保団連事務局）へのチャットで「発言希望」とご

送信ください。なお、ご送信いただいた場合も、現地の討論状況次第で指名できない

ことがございますのであらかじめご容赦いただけますと幸いです。 

 企画中の通信や機器のトラブルなどへの個別対応はいたしかねます。開始前のマ

イクやスピーカーのテストなどにも応じられません。ご不便をおかけしますが、ご

理解のほどお願いいたします。 
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当日のスケジュールと会場のご案内 

 
１日目（８月２日）全体会         ３F・コスモスホール 

17:30～ ……… 受付  

    

18:30 ……… 開会  

  司会：天谷
あまがい

 静
し ず

雄
お

 保団連副会長  

18:30 ～

18:40 

 挨拶：竹田
た け だ

 智
と も

雄
お

 保団連会長  

    

18:40 ～

19:10 

……… 基調提案：小澤
お ざ わ

 力
つとむ

 保団連副会長 

  防衛費倍増ではなく社会保障の充実を！守ろう国

民皆保険制度 

19:15 ～

20:50 

……… 記念講演：猿田
さ る た

 佐
さ

世
よ

 氏 
シンクタンク「新外交イニシアティブ（ND）」代表、弁護士 

  外交で平和を作る、とは 

 

２日目（８月３日）講座、シンポジウム 
9:00～ ……… 受付  

    

9:30～12:00 ……… 講座（すべて並行して行います） 

 

 講座１ 世代間対立の先にある危機       ３F・コスモスホール 

講師：大内
おおうち

 裕和
ひろかず

 氏（武蔵大学教育課程 教授） 

担当役員：武村副会長、杉山理事、二村理事、中村理事 

 講座２ 沖縄で今何が起きているか           ６F・６０１ 

講師：前泊
まえどまり

 博
ひ ろ

盛
も り

 氏（沖縄国際大学経済学部 教授） 

担当役員：天谷副会長、矢野理事、早川理事 

 講座３ 女性差別撤廃条約とジェンダー平等       ７F・７０１ 

講師：浅倉
あさくら

 むつ 子
こ

 氏（早稲田大学法学学術院 名誉教授） 

担当役員：小澤副会長、玉川理事、細部理事、千葉理事 

 講座４ 追いつめられる歯科医師たちと歯科医療から遠ざけられる患者

たち                    ５F・オリオン 

   講師：宇佐美
う さ み

 宏
ひろし

 氏（保団連副会長） 

担当役員：宇佐美副会長、田辺副会長、池理事、深井理事 
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12：00～13：00 （昼食休憩） ※昼食会場（お弁当）は各講座会場。 

 

13:00～15:30 

(開場 12：45～) 

……… シンポジウム      ３F・コスモスホール 

   

 患者の声から考える 医療アクセスの課題と改善策 

  ＜基調講演・パネリスト＞ 

   橋本
はしもと

 政
まさ

宏
ひろ

 氏（保団連副会長） 

   水戸部
み と べ

 ゆうこ 氏（がんサロン～CancerおしゃべりCafé 代表） 

   蓮池
はすいけ

 安彦
やすひこ

 氏（社会医療法人社団 健生会 法人事務局 部長） 

   諸富
もろとみ

 徹
とおる

 氏（京都大学大学院経済学研究科 教授） 

  ＜司会＞ 井上
いのうえ

 美
み

佐
さ

 保団連副会長 

 

  担当役員：橋本副会長、井上副会長、森元副会長、池庭理事 
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第５４回保団連夏季セミナー 会場案内図 

 
 

 

 

都市センターホテル 

〒102-0093 東京都千代田区平河町２−４−１ 
TEL 03（3265）8211  FAX 03（3262）1705 

 

交通機関と所要時間 

◆ 地 下 鉄 麹町駅（有楽町線）半蔵門方面出口より徒歩約４分 
◆ 地 下 鉄 永田町駅（有楽町線・半蔵門線）４番・５番出口より徒歩約４分 
◆ 地 下 鉄 永田町駅（南北線）９ｂ番出口より徒歩約３分 
◆ 地 下 鉄 赤坂見附駅（丸の内線・銀座線）Ｄ出口より徒歩約８分 
◆ J  R 四ツ谷駅麹町口より徒歩約 14 分 
◆ 都 バ ス 平河町二丁目・都市センター前（新橋駅～市ヶ谷駅～小滝橋車庫前） 
◆ 首都高速 霞ヶ関出口より約５分 
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「都市センター」から「ダイヤモンドホテル」の徒歩ルート

「ダイヤモンドホテル」
〒102-0083 東京都千代田区麹町 1-10-3
TEL：03-3263-2211　FAX：03-3263-2222

50 m

↑都市センターホテル
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米
中

の
い

ず
れ

か
一

つ
を

選
ぶ

と
い

う
選

択
を

迫
ら

れ
る

こ
と

を
望

ん
で

い
な

い
。

」
(J

u
ly

/
A

u
gu

st
2
0
2
0
,F

o
re

ig
n

A
ff

ai
rs

)

16

米
中

対
立

の
主

戦
場

東
南

ア
ジ

ア

D
on

’t
 m

ak
e 

us
 c

ho
os

e.

29



米
英

豪
の

AU
KU

S創
設

●
マ

レ
ー

シ
ア

首
相

：

「
他

国
に

よ
る

攻
撃

的
な

行
動

を
挑

発
す

る
こ

と
に

な
る

の
で

は
な

い
か

」

●
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
外

務
省

：

「
軍

拡
競

争
と

戦
力

展
開

を
深

く
懸

念
」

17

30



米
中

対
立

の
中

で
AS

EA
N

は
ど

う
す

べ
き

か

18
Th

e S
tat

es
 of

 So
ut

he
as

t A
sia

:2
02

4 S
ur

ve
y R

ep
or

t,
IS

EA
S-

Yu
so

f I
sh

ak
 In

sti
tu

te
 

続
く
二

つ
の

ス
ラ

イ
ド

も
同

出
典

A
S
E
A
N
の
対
応
力
と

一
体
性
を
強
化

米
中
い
ず
れ
か
を
選
ぶ

第
三
極
を
目
指
す

米
中

い
ず
れ
の

サ
イ
ド
も
取

ら
な
い

31



米
中

ど
ち

ら
か

選
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
し

た
ら

・
・
・
？

19

32



ベ
ト

ナ
ム

の
命

が
け

の
全

方
位

外
交

●
Ba

m
bo

o
Di

pl
om

ac
y

安
保

理
常

任
理

事
国

5カ
国

を
含

む
全

て
の

国
と

良
好

な
関

係

●
「
４

つ
の

N
O

」

①
軍

事
同

盟
に

参
加

し
な

い

②
二

国
間

関
係

に
第

三
国

の
介

入
を

求
め

な
い

③
他

国
に

基
地

設
置

や
領

土
利

用
に

よ
る

他
国

へ
の

対
抗

さ
せ

な
い

④
国

際
関

係
に

お
け

る
武

力
行

使
、

武
力

に
よ

る
威

嚇
を

し
な

い

20

33



遂
に

フ
ラ

ン
ス

が
！

●
マ

ク
ロ

ン
大

統
領

（
5月

30
日

・
シ

ャ
ン

グ
リ

ア
対

話
）

・
「
リ

ス
ク

は
2つ

の
超

大
国

間
の

分
断

で
あ

り
、

（
米

中
が

）
他

国
に

対
し

て
こ

ち
ら

側
を

選
べ

と
指

示
し

て
く
る

こ
と

だ
」

・
「
欧

亜
が

協
力

し
て

自
立

の
た

め
の

連
合

、
脅

迫
さ

れ
な

い
た

め
の

連
合

を
築

く
こ

と
を

呼
び

か
け

た
い

」

・
「
（
米

中
）
い

ず
れ

か
を

選
べ

ば
、

世
界

の
秩

序
を

壊
す

こ
と

に
な

る
」

●
米

国
離

れ
の

著
し

い
欧

州

欧
州

議
会

議
員

（
ド

イ
ツ

）
「
兄

貴
（

bi
g 

br
ot

he
r）

は
去

っ
た

」
21

34



３
．

「
外

交
」
と

は
何

か
ー

外
交

の
「
制

度
化

」
と

は

22

35



外
交

が
め

ざ
す

も
の

ど
ん

な
こ

と
を

や
っ

て
も

戦
争

を
「
確

実
に

」
防

ぐ
方

法
は

な
い

が
、

戦
争

が
起

き
な

い
よ

う
な

環
境

を
最

大
限

整
備

す
る

こ
と

が
外

交
の

役
割

●
第

一
に

、
各

国
間

の
信

頼
醸

成

他
国

の
軍

事
力

を
脅

威
と

思
う

か
否

か
は

、
国

家
相

互
間

の
信

頼
関

係
の

有
無

の
み

Ex
.

ア
メ

リ
カ

の
核

兵
器

を
日

本
、

中
国

、
北

朝
鮮

は
ど

う
思

う
か

？

●
第

二
に

、
各

国
間

の
相

互
依

存
の

促
進

相
互

依
存

（
経

済
的

）
が

戦
争

の
リ

ス
ク

を
小

さ
く
す

る

戦
争

は
、

享
受

し
て

き
た

経
済

的
利

益
を

失
わ

せ
る

23

36



外
交

と
は

何
か

●
様

々
な

外
交

（
マ

ル
チ

ト
ラ

ッ
ク

外
交

）

ト
ラ

ッ
ク

１
：
政

府

ト
ラ

ッ
ク

２
：
元

官
僚

・
議

員
・
地

方
政

府
・
政

党
・
政

府
の

政
策

に

影
響

力
あ

る
有

識
者

な
ど

ト
ラ

ッ
ク

３
：
市

民
社

会
・
経

済
界

・
学

界
な

ど

24

37



日
韓

米
の

「
制

度
化

」

●
2
0
2
3
年

8
月

日
米

韓
首

脳
会

談

日
米

韓
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

「
新

時
代

」
の

幕
開

け

【
報

道
】
首

脳
会

談
・
三

カ
国

軍
事

演
習

を
毎

年

弾
道

ミ
サ

イ
ル

防
衛

協
力

・
北

朝
鮮

の
サ

イ
バ

ー
対

応
・
情

報
共

有

25

38



【
決

定
事

項
】
ハ

イ
レ

ベ
ル

の
3カ

国
協

議

●
外

務
・
防

衛
・
商

務
産

業
担

当
閣

僚
お

よ
び

国
家

安
全

保
障

担
当

補
佐

官
年

次
会

合
（
少

な
く
と

も
年

一
度

）

●
財

務
担

当
閣

僚
の

初
会

合

●
3
カ

国
イ

ン
ド

太
平

洋
年

次
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
（
特

に
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

と
太

平
洋

島
し

ょ
国

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
焦

点
）

26

39



【
決

定
事

項
】
イ

ン
ド

太
平

洋
で

の
協

力
拡

大

●
A

S
E
A

N
や

太
平

洋
諸

島
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
い

っ
た

既
存

の
域

内
制

度
の

強
化

や
、

能
力

構
築

や
人

道
支

援
の

拡
大

●
3
カ

国
開

発
金

融
銀

行
（
日

本
は

国
際

協
力

銀
行

・
J
B

IC
）
の

協
力

で
情

報
通

信
技

術
、

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

、
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
、

質
の

高
い

イ
ン

フ
ラ

へ
の

資
金

動
員

等

●
海

洋
安

全
保

障
協

力
：
東

南
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

島
し

ょ
国

の
パ

ー
ト

ナ
ー

の
能

力
構

築
の

た
め

の
海

洋
枠

組
み

立
ち

上
げ

●
開

発
・
人

道
支

援
政

策
対

話

27

40



【
決

定
事

項
】
経

済
・
技

術
協

力
の

深
化

●
が

ん
撲

滅
ム

ー
ン

シ
ョ

ッ
ト

に
お

け
る

協
力

●
日

米
韓

グ
ロ

ー
バ

ル
・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
ユ

ー
ス

・
サ

ミ
ッ

ト

●
技

術
分

野
の

リ
ー

ダ
ー

の
た

め
の

3
カ

国
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム 28

【
決

定
事

項
】
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
と

草
の

根
協

力
の

推
進

●
女

性
の

活
躍

推
進

●
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
早

期
警

戒
シ

ス
テ

ム
(E

W
S
)の

試
行

●
3
ヶ

国
の

国
立

研
究

所
間

の
協

力

●
破

壊
的

な
技

術
の

利
用

を
防

ぐ
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

●
技

術
標

準
化

に
お

け
る

協
力

41



加
え

て
、

直
ち

に
、

マ
ル

チ
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
る

外
交

の
推

進

（
例

）
W

o
m

e
n

in
In

te
rn

at
io

n
al

S
e
c
u
ri
ty

S
tu

dy
G

ro
u
p

3
ヶ

国
協

力
を

進
め

る
た

め
の

女
性

の
安

保
専

門
家

を
米

国
政

府
が

資
金

を
提

供
し

て
招

聘

29

42



外
交

の
「
制

度
化

」
の

重
要

性

•I
n
st

it
u
ti
o
n
al

iz
at

io
n
=
制

度
化

す
る

（
イ

ン
ス

テ
ィ

テ
ュ

ー
シ

ョ
ン

に
す

る
）

•継
続

的
、

定
例

化
さ

れ
た

関
係

に
な

る

•担
当

事
務

局
を

置
く

•日
常

的
や

り
取

り
が

増
え

る

•顔
が

見
え

る
関

係
に

な
る

•情
報

公
開

が
進

む

•緊
急

対
応

・
危

機
対

応
も

容
易

に
な

る

•戦
争

す
る

こ
と

の
機

会
費

用
が

高
く
な

る

●
「
幅

広
い

テ
ー

マ
」
で

の
「
重

層
的

な
」
制

度
化

30

43



４
．

マ
ル

チ
ト

ラ
ッ

ク
外

交
の

制
度

化
を

ー
新

外
交

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（

N
D）

の
経

験
か

ら

31

44



ト
ラ

ッ
ク

２
・
ト

ラ
ッ

ク
３

外
交

の
か

た
ち

・
政

党
・
議

員
外

交

・
地

方
自

治
体

外
交

・
姉

妹
都

市
外

交

・
議

員
外

交

・
留

学
・
高

校
の

修
学

旅
行

・
各

分
野

で
の

交
流

（
学

者
・
医

師
・
看

護
師

・
生

協
・
弁

護
士

e
tc

…
）

・
経

済
界

32

45



①
ド

イ
ツ

の
政

党
外

交

・
す

べ
て

の
政

党
が

政
治

的
財

団
(P

o
lit

ic
al

F
o
u
n
da

ti
o
n
)と

し
て

シ
ン

ク
タ

ン
ク

を
抱

え
、

独
自

外
交

を

・
政

権
与

党
社

民
党

（
F
E
S

）
世

界
1
2
0
カ

国
に

オ
フ

ィ
ス

が
あ

り
党

外
交

を
与

野
党

時
い

ず
れ

を
問

わ
ず

継
続

・
F
E
S

A
si

a
S
tr

at
e
gi

c
F
o
re

si
gh

t
G

ro
u
p

・
ア

ジ
ア

各
国

の
安

保
・
外

交
専

門
家

の
国

際
会

議
を

定
例

開
催

・
N

A
T
O

/
E
U

訪
問

の
機

会
を

ア
ジ

ア
専

門
家

に
供

与

・
常

に
W

h
at

sA
pp

（
≒

L
IN

E
）
で

常
時

つ
な

が
る

グ
ル

ー
プ

化

→
日

本
の

政
党

も
ワ

シ
ン

ト
ン

に
事

務
所

を
設

け
る

べ
き

33

46



②
沖

縄
県

の
地

域
外

交

・
知

事
他

国
訪

問

・
沖

縄
県

海
外

事
務

所
（
東

ア
ジ

ア
諸

国
・
ワ

シ
ン

ト
ン

）

・
沖

縄
県

の
地

域
外

交
に

関
す

る
提

言
書

（
2
0
2
4
年

1
月

）

→
沖

縄
県

地
域

外
交

基
本

方
針

①
国

際
平

和
創

造
拠

点
と

な
る

②
強

く
し

な
や

か
な

自
立

型
経

済

③
国

際
協

力
活

動
と

国
際

的
課

題
に

貢
献

す
る

地
域

・
平

和
・
地

域
外

交
推

進
課

34

47



③
中

国
の

マ
ル

チ
ト

ラ
ッ

ク
外

交

●
膨

大
な

姉
妹

都
市

外
交

・
北

京
市

5
5
 カ

所
・
上

海
市

7
2
カ

所

C
f.

東
京

都
1
2
カ

所
・
大

阪
市

７
カ

所

・
世

界
各

地
の

姉
妹

都
市

に
領

事
館

（
的

存
在

）
を

置
く

●
充

実
し

た
留

学
制

度

た
く
さ

ん
の

留
学

生
を

ア
フ

リ
カ

を
は

じ
め

と
し

た
発

展
途

上
国

か
ら

招
き

、
将

来
の

各
国

の
リ

ー
ダ

ー
を

育
て

る

35

48



④
新

し
い

日
米

外
交

を
切

り
拓

く

●
日

米
プ

ロ
グ

レ
ッ

シ
ブ

議
員

連
盟

の
共

闘

•二
つ

の
共

同
書

簡

•外
交

重
視

し
台

湾
有

事
回

避
を

求
め

る
日

米
議

員
共

同
書

簡
(2

02
4年

8月
)

36
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新
し

い
外

交
の

パ
イ

プ
を

作
る

37

50



38

Al
te

rn
at

iv
e 

Q
UA

D:
日

中
韓

米
研

究
会

（
年

一
回

開
催

）

⑤
中

国
と

繋
が

る

51



一
人

一
人

に
で

き
る

こ
と

１
自

分
の

足
元

で
「
人

権
・
民

主
主

義
・

法
の

支
配

」
実

現
へ

の
取

り
組

み
を

お
こ

な
う

２
き

ち
ん

と
外

交
を

行
う

政
府

を
選

ぶ

３
マ

ル
チ

ト
ラ

ッ
ク

外
交

の
一

端
を

担
う

４
１

～
３

を
推

進
す

る
声

と
な

る

39
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耐
え

が
た

い
戦

争
を

受
け

入
れ

る
困

難
さ

は

外
交

に
よ

る
問

題
解

決
の

困
難

を
上

回
る

。

最
後

ま
で

外
交

を
諦

め
て

は
な

ら
な

い
。

40
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N
ew

 D
ip

lo
m

ac
y 

In
iti

at
iv

e
新

外
交

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
紹

介

１
．

国
境

を
越

え
た

情
報

の
発

信
、

政
策

提
言

２
．

政
府

、
議

会
、

大
学

、
シ

ン
ク

タ
ン

ク
、

N
G

O
、

メ
デ

ィ
ア

な
ど

へ
の 直

接
の

働
き

か
け

３
．

海
外

情
報

の
日

本
語

へ
の

翻
訳

と
国

内
発

信

→
日

本
と

米
国

の
議

員
を

繋
ぐ

→
日

米
韓

中
の

ト
ラ

ッ
ク

２
外

交

→
沖

縄
・
福

島
・
広

島
・
長

崎
の

声
を

国
境

を
越

え
て

届
け

る
e
tc

41
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外
交

に
日

本
・
世

界
に

あ
る

様
々

な
声

が
反

映
さ

れ
る

社
会

市
民

が
政

策
形

成
に

関
わ

れ
る

社
会

を
作

り
た

い

シ
ン

ク
タ

ン
ク

「
新

外
交

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
」

会
員

と
な

っ
て

支
え

て
く
だ

さ
い

！

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.n
d-

in
it
ia

ti
ve

.o
rg

/
ad

m
is

si
o
n
/

42
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57



58



患
者

の
声

か
ら
考

え
る

医
療

ア
ク
セ
ス
の

課
題

と
改
善
策

保
団
連
副
会
長

橋
本
政
宏
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自
己

紹
介

•
19
68
年

愛
知
県
生
ま
れ

•
20
01
年

岐
阜
大
学

卒
業

•
愛
知
民
医
連
初
期
研
修
後
、
南
生
協
病
院
内
科
、
協
立
総
合
病
院
内
科
、
名
大

病
院
総
合
診
療
科
勤
務
を
経
て
、
20
10
年
か
ら
名
春
中
央
病
院
（
名
古
屋
市
北
区
、

一
般
32
床
+
療
養
52
床
）
内
科
。

•
「
基
調
提
案
」
は
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
の
材
料
と
し
て
報
告
し
た
い
。

60



受
療
権
と
は

•
医
療
が
必
要
な
状
況
が
発
生
し
た
と
き
に
、
速
や
か
に
適
切
な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
権
利

•
基
本
的
人
権
を
構
成
す
る
必
要
不
可
欠
な
要
素
（
受
療
権
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
必

要
条
件
で
あ
る
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
→

受
療
権
の
保
障
）

•
個
人
の
尊
厳
を
守
る
た
め
に
必
要
（
憲
法
13
条
）
、
生
存
権
（
憲
法
25
条
）
、
法
の
下
の
平
等

（
憲

法
14
条
）
、
基
本
的
人
権
は
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
（
憲
法
11
条

、
97
条

）

•
受
療
権
の
侵
害
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
憲
法
違
反
で
あ
る
。
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受
療

権
と
医
療

ア
ク
セ
ス

•
受
療
権
を
保
障
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
医
療
ア
ク
セ
ス
を
い
か
に
確

保
す
る
か
と
い
う
視
点
が
必
要
と
な
る
。

•
望
ま
し
い
医
療
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
と
は
＝
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
要
因
を
減
ら
し
、

取
り
除

く
こ
と
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医
療
ア
ク
セ
ス
を
左
右

す
る
要

因
①

•
物
理
的
・
地
理
的
要
因
：

医
療
機
関
の
分
布
と
交
通
手
段
の
確
保
に
左
右
さ
れ
る
。

日
本
の
地
理
的
特
性
と
し
て
、
中
山
間
地
域
が
広
い
。
少
な
く
と
も
30
分
圏
内
に
生

命
を
守
る
病
院
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

•
経
済
的
要
因
：
窓
口
負
担
、
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
休
日
、
賃
金
な
ど
）

•
人
的
要
因

頼
れ
る
家
族
の
存
在
の
有
無

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
（
患
者
の
認
知

機
能
と
言
語
能
力
、
日
本
語
力
に
制
限
の
あ
る
在
留
外
国
人
に
と
っ
て
の
「
こ
と
ば

の
障

壁
」
）
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医
療
ア
ク
セ
ス
を
左
右

す
る
要

因
②

•
医

療
保
険
制
度
：

公
的
医
療
保
険
は
社
会
保
障
制
度

民
間
医
療
保
険
は
「
購

入
す
る
商
品
」

•
現
在
の
医
学
に
お
け
る
標
準
的
治
療
は
、
公
的
医
療
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

•
医
師
の
裁
量
権
。
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医
療
ア
ク
セ
ス
を
左
右

す
る
要

因
③

•
医
療
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
の
一
つ
と
な
る
の
が
、
災
害
に
よ
る
被
害
。

•
被
災
者
は
、
大
切
な
人
や
自
宅
を
は
じ
め
と
し
て
、
生
き
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
も

の
を
多
数
失
う
状
態
に
突
然
立
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

•
余
程
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
自
分
の
健
康
問
題
は
「
後
回
し
」
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

•
被
災
者
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の
減
免
の
意
義
と
は
、
被
災
で
大
き
く
妨
げ
ら

れ
た
医
療
ア
ク
セ
ス
を
（
少
し
で
も
）
改
善
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
20
25
年
6月
30
日
で

終
了
し
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。
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医
療

ア
ク
セ
ス
を
妨

げ
る
要
因
は

少
な
い
ほ
ど
良
い
①

•
医
療
ア
ク
セ
ス
が
悪
け
れ
ば
、
診
断
・
治
療
が
遅
れ
る
。
最
悪
の
場
合
に
は
治
療
が

で
き
な
く
な
る
。

•
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
う
観
点
か
ら
、
医
療
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
要
因
を
減
ら
し
て

い
く
こ
と
が
政
治
の
責
務
で
あ
る
。

•
窓
口
負
担
を
増
や
し
続
け
る
こ
と
は
、
望
ま
し
い
医
療
ア
ク
セ
ス
を
よ
り
一
層
妨
げ
る

こ
と
に
な
る
。
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医
療

ア
ク
セ
ス
を
妨

げ
る
要
因
は

少
な
い
ほ
ど
良
い
②

•
「
地
域
医
療
構
想
」
で
示
さ
れ
て
い
る
方
針

人
口
減
を
理
由
に
医
療
機
関
を
整

理
・
統

廃
合

•
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
に
よ
っ
て
医
療
ア
ク
セ
ス
が
妨
げ
ら
れ
る
事
態
が

多
数
発
生
し
て
い
る
。

•
政
府
が
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
医
療
D
X
」
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
医
療
ア
ク
セ
ス

を
妨
げ
て
い
る
。
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高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
と

「
O
TC

類
似
薬
」
の
保
険
適
用
外
し
①

•
20
25
年
1月

～
現
在

•
切
実
な
状
況
に
あ
る
患
者
団
体
と
の
共
闘
を
行
っ
た
。
声
明
発
表
、
厚
労
省
要
請
、

記
者
会
見
な
ど
。

•
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
上
限
引
き
上
げ
は
「
凍
結
」
ま
で
追
い
込
む
こ
と
が

で
き
た
（
衆
参
両
院
で
修
正
さ
れ
た
予
算
の
成
立
は
現
憲
法
下
で
初
）
。
先
送
り
は

許
さ
ず
、
白
紙
撤
回

を
求
め
続
け
る
。
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高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
と

「
O
TC

類
似
薬
」
の
保
険
適
用
外
し
②

•
「
O
TC

類
似
薬
」
の
保
険
適
用
除
外
の
動
き
に
た
い
し
て
保
険
適
用
の
継
続
を
求
め

る
運
動
。

•
医
療
用
医
薬
品
＝
処
方
箋
医
薬
品
+
そ
れ
以
外
の
医
療
用
医
薬
品

•
「
O
TC

類
似
薬
」
も
処
方
箋
医
薬
品
と
実
質
的
に
は
か
わ
ら
な
い
（
薬
局
で
購
入
す

る
こ
と
が
例
外
的
な
使
い
方
な
の
で
あ
り
、
医
師
が
処
方
す
る
こ
と
こ
そ
が
主
た
る
使

い
方
）
大
切
な
薬
剤
で
あ
り
、
日
常
診
療
で
多
用
し
て
い
る
。

•
保
険
適
用
除
外
さ
れ
た
ら
、
日
常
診
療
の
質
が
大
幅
に
下
が
る
。
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高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
と

「
O
TC

類
似
薬
」
の
保
険
適
用
外
し
③

•
「
ビ
ッ
グ
リ
ス
ク
・
ス
モ
ー
ル
リ
ス
ク
対
立
論
」
の
誤
り
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進

の
危
険
性

•
受

診
→
検
査
→
診
断
→
治
療

受
診
す
る
前
の
段
階
で
は
、
健
康
問
題
の
軽
重

は
わ
か
ら
な
い
（
自
己
責
任
に
よ
る
自
己
判
断
）
。
医
師
で
も
診
断
が
難
し
い
病
態

は
少

な
く
な
い
。

•
軽
症
疾
患
で
行
う
治
療
は
、
重
症
疾
患
の
治
療
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
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20
25
年

度
「
春

の
建

議
」
と
「
骨

太
の

方
針

」

•
国
民
に
た
い
す
る
脅
し

「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
」
と
い
う

名
目
で
、
給
付
抑
制
か
自
己
負
担
増
の
二
者
択
一
（
ま
た
は
両
方
）
を
国
民
に
迫
る
。

→
さ
も
な
け
れ
ば
社
会
保
障
制
度
が
維
持
で
き
な
い
ぞ
と
い
う
脅
し
。

•
医
療
に
た
い
す
る
ゆ
が
ん
だ
現
状
認
識
：
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
、
自
由
開
業
医
制
、
出

来
高
払
い
を
問
題
視
＝
「
過
剰
な
医
療
提
供
を
ま
ね
き
や
す
い
構
造
」

•
「
財
源
は
な
い
」
と
い
う
思
考
停
止

給
付
抑
制
や
自
己
負
担
増
を
し
な
け
れ
ば
本

当
に
財
源
は
な
い
の
か
。
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保
団
連
の
社
会
保
障
財
源
政
策

基
本
的
な
認
識
と
提
案
①

•
社
会
保
障
は
「
所
得
再
分
配
」
で
あ
り
、
経
済
格
差
を
軽
減
さ
せ
る
と
同
時
に
、
雇
用

を
創
出
し
経
済
の
好
循
環
を
も
た
ら
し
、
税
収
と
保
険
料
収
入
の
増
加
を
も
た
ら
す
。

•
財

源
政
策
「
3つ

の
提
案
」

•
①
事
業
主
負
担
を
増
や
し
て
保
険
料
収
入
を
増
や
す
。

•
②
法
人
課
税
を
先
進
7か

国
並
み
に
高
め
る
。

•
③
所
得
に
応
じ
た
所
得
税
課
税
に
す
る
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保
団
連
の
社
会
保
障
財
源
政
策

基
本
的
な
認
識
と
提
案
②

•
日
本
は
経
済
規
模
に
比
べ
税
収
規
模
が
極
端
に
小
さ
い
。

•
す

で
に
小
さ
な
政
府
。

•
消
費
税
導
入
後
の
主
要
3税

収
の
変
化
は
、
所
得
税
と
法
人
税
の
減
少
を
消
費
税

の
増
加
が
穴
埋
め
。
法
人
税
率
は
ほ
ぼ
半
減
し
た
。

•
税
率
以
外
に
も
、
大
企
業
に
有
利
な
優
遇
税
制
や
租
税
特
別
措
置
で
法
人
税
収

が
さ
ら
に
減
少
。
そ
の
結
果
、
巨
大
な
内
部
留
保
が
積
み
あ
が
っ
た
。
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保
団
連
の
社
会
保
障
財
源
政
策

基
本
的
な
認
識
と
提
案
③

•
雇
用
の
劣
化
は
中
間
層
の
貧
困
化
を
も
た
ら
し
た
。
将
来
へ
の
展
望
が
持
ち
に
く
く

な
り
、
婚
姻
の
減
少
か
ら
少
子
化
も
加
速
さ
せ
た
。

•
新
自
由
主
義
政
策
に
よ
る
矛
盾
と
弊
害
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
超
富
裕
層
と
大
企

業
は
利
益
を
一
層
蓄
積
す
る
一
方
で
、
そ
の
他
の
一
般
の
国
民
（
99
％
）
は
富
を
奪

わ
れ
、
社
会
保
障
が
改
悪
さ
れ
、
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
。
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医
療

を
良

く
す
る
た
め
に
は

政
治
の
大
本
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

•
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
と
医
療
・
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
表
裏
一
体
の

課
題
で
あ
る
。
防
衛
費
倍
増
は
「
亡
国
の
政
治
」
。
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病院・有床診療所セミナ－

2025.9.27

保団連第42回

9月27日(土)　18:30〜21:00

全体会

6060現地
定員
現地
定員 名名

10:00-15:00

申込・お問い合わせ 各保険医協会へ

SAT

会場

現地 ［両日参加：１人10,000円、
　　　 １日のみ参加：１人6,000円］
※ 医療機関同一法人２人目以降は、
　 上記より3,000円引き。

WEB ［5,000円］（参加日に関わらず）
※ 医療機関同一法人２人目以降は、
 　上記より1,000円引き。

東京・新宿農協会館及びWeb
(zoomウェビナー)

主催　全国保険医団体連合会

9月28日(日)　10:00～12:00　

全体会

9月28日(日)　13:00〜15:00

分科会

SUN9.28
18:30-21:00

参加費

締め切り 9月17日(水)

基調報告　
「入院医療をめぐる動きと

保団連の取り組み」
報告:吉中 丈志 部長
(病院有床診対策部)

講演Ⅰ　
「次回診療報酬改定について」

講師:牧野 憲一 氏
(旭川赤十字病院 特別顧問・名誉院長)

講演Ⅱ
「新たな地域医療構想と
　医師偏在対策の問題」

講師:長友 薫輝 氏
(佛教大学社会福祉学部准教授)

病院分科会
「病院の経営危機・医療崩壊に

どう立ち向かうか」
講師:伊関 友伸 氏

(城西大学経営学部マネジメント総合学科教授)

有床診分科会
「全国有床診療所協議会の取り組み

と今後の課題」
講師:正木 康史 氏

(全国有床診療所協議会常任理事)
＋＋ WebWeb

※無床診療所の先生もご参加可能です※無床診療所の先生もご参加可能です
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SAGAアリーナ
佐賀県佐賀市日の出2丁目1番10号

日
時

会
場

2 0 2 5 年

11月23日 24日
日・祝 月・

振替

保団連医療研究フォーラム
第40回

「 地 域 連 携 で 病 を 治 す」メインテーマ

～ が ば い よ か ば い  佐賀に 来 ん さ い ～

主務／佐賀県保険医協会　主催／全国保険医団体連合会　後援／佐賀県

15：30〜19：00 ９：00〜12：00
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全体会（Web配信あり）� 15：30～19：00

開会式　来賓、主催者、主務地より挨拶

●全国共同調査結果発表

　テーマ「保険証の新規発行停止後の医療機関の状況調査」

●オープニング企画　 市民公開講座

　「明治維新と佐賀」（60分）
　　講師　川副義敦氏
　　　　　（武雄市歴史資料館歴史資料アドバイザー）

　　寸劇　佐賀の八賢人おもてなし隊

●記念講演・対談　 市民公開講座 　日医生涯教育制度認定申請中（76・1、11・1）

　「地域連携で病を治す」
　　〔１〕「�自分をまもろう！ 地域でまもろう！ 糖尿病�

～佐賀県ストップ糖尿病対策の成果と課題～」

　　　　　講師　安西慶三氏
（�高木病院　副院長　糖尿病内分泌肝疾患センター長、�
国際医療福祉大学医学部糖尿病代謝内分泌学教授、佐賀大学名誉教授）

　　〔２〕「�地域連携で肝炎を治す〜�
肝がんワーストワン返上の佐賀県から世界へ」

　　　　　講師　江口有一郎氏
（�医療法人ロコメディカル江口病院理事長、�
元佐賀大学医学部附属病院肝疾患センター特任教授）

レセプション　※要事前申込� 19：00～21：00

11 23 日・祝

　～ が ば い よ か ば い  佐 賀 に 来 ん さ い ～
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分科会・ポスターセッション� ９：00～12：00

●分科会（６テーマ）

●ポスターセッション

※�分科会の演題発表、ポスターセッション、質疑は現地（会場）でのみ行います。

オプション企画
※要事前申込

11 24 月・
振替

第1分科会 「在宅医療・介護」

❶玄海原発見学（11/23）
❷嬉野茶コース
❸飛龍窯コース
❹佐賀市内コース
❺オスプレイ見学コース
❻原発問題ランチミーティング

第3分科会「歯科診療の研究と工夫」

第5分科会「災害、公害、環境、職業病」

第2分科会「医科診療の研究と工夫」

第4分科会「医科歯科連携した研究と日常診療の工夫」

第6分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」
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お問い合わせはご所属の保険医協会・保険医会へ

ごあいさつ
ぜひ佐賀にお越しください

今年の第40回保団連医療研究フォーラムは、佐賀市・SAGAアリーナで開催します。
医療研究フォーラムは1986年の第１回開催以来、地域医療の第一線を担う医師・歯科医師が

日常診療の工夫・経験を持ち寄り、医療実践を共有する場として、回を重ねてきました。
今年のメインテーマは「地域連携で病を治す～がばいよかばい佐賀に来んさい」を掲げました。

フォーラムのメイン企画である分科会・ポスターセッションをはじめ、佐賀ならではの特色ある
記念講演やオープニング企画を用意しました。
記念講演では、安西慶三先生と江口有一郎先生より、佐賀大学医学部の時代から手掛けて来ら

れた「佐賀県ストップ糖尿病対策」と「肝がんワーストワン返上」の運動とその成果について解説
していただきます。病気の予防や治療を行うに際して、一人の医師・歯科医師やひとつの医療機関
だけでなく、他の医療機関や行政機関、マスコミ等も総動員して県全体での運動として推し進める。
そこに医療の新しい姿や取り組みの発展の姿が見えて来ると思います。今回の講演分野は糖尿病
と肝癌ですが、全く別の分野・領域でも十分に参考になると思います。私自身もコ・メディカルス
タッフや他医療機関、行政との連携、プロモーション方法など是非参考にしたいと思っています。

オープニング企画としては、明治維新と佐賀の関わりについてミニ解説と寸劇を披露します。日本赤十字社を創設した佐野常民、
早稲田大学を創設した大隈重信などが皆さんの前に登場するでしょう。
共同調査ではマイナ保険証に関する調査結果をお知らせします。2025年７月末で多くの自治体の国民健康保険の保険証が期限切

れになります。８月以降に新たなトラブルが生じている可能性があります。その点の調査を全国の協会・医会に依頼しましたので、ど
ういう結果が出てくるか興味津々です。
オプションツアーでは、佐賀の観光地訪問だけに留まらず、玄海原発の施設見学や佐賀空港に配備予定のオスプレイを間近で見

るツアーなども計画しています。
こうした企画を通じて、佐賀での医療研究フォーラムが全国の医師・歯科医師の交流の機会にできればと願っています。

バスでお越しの場合▶

徒歩でお越しの場合▶
JR佐賀駅から徒歩約15分

佐賀駅バスセンター2番乗り場

●駐車場についてのご注意

●佐賀市営バス
　［30］SAGAサンライズパーク・自動車試験場行き
●昭和バス
　［73］古湯温泉行き
　［74］中極・小城行き
　［75］イオンモール佐賀大和・昭和バス佐賀営業所行き
　SAGAサンライズパーク（市文化会館前）下車

アリーナでのイベント参加者様用の駐車場はございません。佐賀駅周辺（佐賀市中心市街地）の民間駐車場に
駐車いただき、駅からの散策をお楽しみいただくか、公共交通機関のご利用をお勧めしています。

ア ク セ ス

参 加 費
［現地参加］ ［WEB参加］

（11月23日のみ）

医師・歯科医師 8,000円 4,000円
協会事務局 2,000円 無 料
コ・メディカル、コ・デンタル 500円 無 料
一般・家族 無 料 無 料
※レセプション（11/23）参加費は10,000円
※ご所属の保険医協会・医会を通じてお申込みください。

第40回保団連
医療研究フォーラム
実行委員会委員長

（佐賀県保険医協会会長）

中山　利浩
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8.30 土 8.31 日
13：30～　開会全体会

13：40～　�シンポジウム
テーマ：「�被爆80年、被爆者運動・被曝医療の

歴史を継承する」
パネリスト
　田中 熙巳さん（日本被団協代表委員）
　齋藤 紀さん（ふれあいクリニックさくらみず所長）
　河野 絵理子さん（長野中央病院・青年医師）
　松久 凌大さん（秋田大学医学部５年生）
コーディネーター
	　向山 新さん（反核医師の会代表世話人）

16：50～　学習講演
テーマ：「『原爆裁判』を現代に活かす」
講師：大久保 賢一さん（日本反核法律家協会会長）

19：00～　懇親会（会場）

９：30～　記念講演
テーマ：「�ヒロシマからフクシマ、そして未来へ 

〜肥田舜太郎先生の教えを胸に」
講師：斉藤 とも子さん（俳優）

11：10～　�特別企画�
「�若手医師・医学生による、�
TPNW締約国会議に参加した�
同世代との対談企画」

12：40～　閉会全体会

13：10　　閉会予定

反核医師のつどい in 東京第35回

核戦争に反対する医師の会（反核医師の会）では、毎年、反核医師のつどいを開催して�
きました。被爆80年の今年は、35回目のつどいを東京で開催することとなりました。
ぜひ、多くのみなさんのご参加をお待ちしております。

2025年 8.30 土・8.31日

会場：平和と労働センター・全労連会館 ２階ホール�
（〒113-0034 東京都文京区湯島2-4-4）　東京・御茶ノ水駅 徒歩５分
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日本被団協代表委員
日本被団協がノーベル平和賞受賞。
2024年12月10日　ノルウェー・
オスロで開かれた授賞式で受賞演説
を行う。

1975年福島医大卒、1977年広島大学 
原爆放射能医学研究所、2009年より 
医療生協わたり病院。現在、ふれあい
クリニックさくらみず所長。IPPNW

（核戦争防止国際医師会議）日本支部
会員。被爆者の原爆症認定に尽力。

日本弁護士連合会核兵器廃絶部会部
会長
日本反核法律家協会会長
核兵器廃絶日本NGO連絡会共同代表

『今、どうして見伝えておきたいこと』
肥田舜太郎医師との共著など著書多数

1976年少年ドラマ『明日への追跡』で
デビュー。学園ドラマや「男たちの旅路・
車輪の一歩」「若い広場」などに出演。 
1999年、井上ひさし作「父と暮せば」を
縁に被爆者と出会い、2005年『きのこ 
雲の下から、明日へ』を出版。舞台「痕跡 

（鶴屋南北戯曲賞）」など多数。

主催：第35回核戦争に反対し、核兵器の廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会／核戦争に反対する医師の会
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医師・歯科医師� 5,000円
医療関係者� 2,000円
医療系学生� 1,000円
１日参加・オンライン参加でも 
参加費は変わりません。
一般は現地参加のみ　1,000円
懇親会　7,500円（医学生は無料）

参
加
費

一般参加歓迎（現地会場のみ）

day
1 day

2

オンライン併用
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左の二次元バーコードをスマホやタブレットで�
読み取るか、URLをパソコン等に入力し、表示�
されたフォームに必要事項を入力してください。
https://forms.gle/xz3JJdkZSh2a9et38

FAXでお申し込みされる方は、下記に
必要事項をご記入してFAX送信してください。

申込締切 ７月31日（木）（宿泊申込の場合）
申込みはGoogleフォームまたはFAXのどちらかで

「第35回反核医師のつどいin東京」参加申込書

現地参加・オンライン参加ともに以下から申込フォームにアクセスしてください

お申込FAX番号：03-3375-1862

お申し込みフォームは
こちらから▶︎

フリガナ ご住所　　□ご自宅 ・ □勤務先（　　　　　　　　　　　　　）
〒

お名前

　　　□ 医師・歯科医師（参加費 5,000円）

所属　□ 医療関係者（参加費 2,000円）

　　　□ 医療系学生（参加費 1,000円）

TEL FAX メール

参加形態
□ 現地参加（ □ 両日 ・ □ ８月30日のみ ・ □ ８月31日のみ ） □ �懇親会（会場：全労連会館 ２階）  

7,500円（医学生は無料）
□ オンライン参加（ □ 両日 ・ □ ８月30日のみ ・ □ ８月31日のみ ）

ご請求書
送付先

ご住所　※上記申込者と異なる場合はご記入ください。

〒
ご請求先
（名称）

ご請求書
宛名

宿泊に
ついて

・�会場近くのホテルを一定数確保しています。 
料金は13,000円程度。

・�予約数に限りがあるので、お断りすることもあります。
・�宿泊代は事前振込制です。 

キャンセル料金がかかる可能性もございます。
・�できるだけご自身で宿泊確保をお願いします。

ご要望など

●  �宿泊ホテルの確保は先着順に受け付けます。 
ご希望に添えない場合があります。その際は連絡させていただきます。

●  �オンライン参加費、宿泊費はお申込後に事務局から事前支払いのご案内をいたします。
●  �現地参加費、懇親会費は当日受付で申し受けます。
●  �お問い合わせは、核戦争に反対する医師の会事務局（TEL 03-3375-5123）まで。

宿泊不要の場合は
８月20日（水）まで受付ます

会場までの地図

東京つどいフォーム

□ �一般参加（参加費 1,000円） 

（現地参加のみ）
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主催

2025年7月29日（火）～8月3日（日）10：00～17：00
場　所 ： 東京・JCIIクラブ25（JCIIビル地下1階）

第36回
全国保険医写真展

第36回全国保険医写真展・会長賞　工藤 美千代（徳島県保険医協会）
「はじめまして」
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第36回 全国保険医 写真展

主催：全国保険医団体連合会 文化部
〒 151-0053 東京都渋谷区代々木 2-5-5
新宿農協会館 5F
TEL 03-3375-5121（代） FAX 03-3375-1885

東京都千代田区一番町25　JCIIビル地下1F
TEL　03-3261 -0300（代）
● 地下鉄半蔵門線半蔵門駅下車
4番出口より徒歩2分

●都バス半蔵門停留所下車徒歩4分

2025年

7月29日（火）～8月3日（日）
10:00～ 17:00
東京・JCII クラブ25

入場料
無料

郵　便　は　が　き
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